
ポスター発表「新しいなかま チョコちゃんとの生活」 

～小さな学級の飼育活動～ 

髙田 敬子 

はじめに 
昨年度行った，長野市立信州新町小学校

一年生 12 名とうさぎの飼育活動の実践で

す．全校児童は 100 名弱で，半数はバス

通学で通っている山あいの小さな小学校で

す．山には狸・熊・狐などの野生動物が生

息していることや，自力で休日のえさやり

当番などに来ることが難しい状況などか

ら，これまで本校には飼育活動の伝統があ

りませんでした．外で飼うには危険がいっ

ぱい，飼育の予算がない，そもそも動物が

いない，知識もない…そんな，ないないづ

くしから始まった飼育活動．不安でいっぱ

いでしたが，「できないからやらないので

はなく，飼育活動は学級経営そのものにつ

ながる．ゼロからのこの場所で，このクラ

スでしかできないことをやってみたい」と

の思いからスタートしました． 

１ 事前準備として 

① 飼育を通して何を学ばせたいのかの明
確化 

② アレルギーの有無の確認 
③ 子ども達との話し合い 
④ 保護者への理解と協力の要請 
⑤ 学校職員と児童への理解と周知 
⑥ うさぎの入手方法 
⑦ 何処で飼育するか 
⑧ 休日の飼育はどうするか 
⑨ えさ代の確保 
⑩ 飼育期間の決定 

これらをもとに，自分なりの飼育活動イ
メージマップを作成し，活動を開始しまし
た． 

ハローアニマルの講座 
 
２ 支援のパイプを強くする 

日々の活動を成立させるためには保護者

の協力が必要不可欠です．また，飼育に対

する正しい知識を得るために，動物愛護セ

ンターへの協力依頼を行い，うさぎの特性
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や飼い方のポイントなどを教えていただき

ました．また，地元の獣医さんを紹介して

いただき，いざという時のつながりを持つ

ことができました．学校に出向いて雌雄判

別もしてもらいました．えさ代を確保する

ために始めたジャンボかぼちゃの栽培活動

では，地域ボランティアの方々と農業普及

センターへの協力依頼を行いました．12
名の飼育では心細いところを， 

専門的な知識と心強い支援のおかげで，

安心して飼育活動に踏み切っていくことが

できました．                    
           

３ 飼育活動を行った良さ 

(1) 責任感が生まれた 
まず，毎日のお世話の責任者を決めま
した． 

〇当番は一人制・・・友達任せにしない 
自分の仕事に責任を持つ． 

 〇一日交替制・・日直当番を兼ねて行
う． 
 〇時間を確保する・・・えさやり・清

掃・ふりかえりを時間割の中に組み込
み，日課とする． 

結果，どの子も忘れずに仕事をする事が
でき，子ども達を誉める機会が増えまし
た． 
(2) 生活にリズムがついた 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 特に１年生にとっては，学校に来たら何

を行うのか等，ルールの浸透やパターン化は

とても大切になってきます．当番の子は，朝

登校したらえさやり→休み時間は遊ぶ→清掃

の時間は小屋掃除と飼育日記への記入→帰り

の会で発表という流れで行いました．またそ

の他の子ども達は，清掃のあとに草を 1 本

あげる→担任の読み聞かせ→ドリル学習→５

校時というように活動を決めることで，生活

にリズムがつき，時間を意識して行動できる

ようになりました． 
(3) 話し合い活動の成立 

学級活動として，チョコちゃんとの生活に

おいていろいろな話し合いを行ってきまし

た．名前を決める時は 20 個以上も候補が上

がり，自分の意見を次々と言い出したり，自

分の希望が通らないと涙を流したりする子も

いました．そこで決まったのが話し合いのル

ールです． 
①最後まで友達の話を聞くこと ②発言

は手を挙げること ③一人ずつ話すこと 

④必ず話し合いに参加すること  ⑤決

まったことはみんなで守ること 

秋にはチョコちゃんが噛みついたり暴れ

たりするようになってしまい，けがをした

りだっこすらできなくなってしまったりし

て，チョコちゃんとの距離が遠くなりかけ

た時がありました．「チョコちゃんが逃げ

るのに追いかけて抱こうとしている」「え

さやりを好きな時間にやっている学年があ

る」「広いところに出られないからストレ

スがたまっているのではないか」など，

色々な問題点が挙がり，えさやりや抱きか



たの約束をもう一度全校に呼びかけようと

ポスターを作り掲示しました．また，噛み

つくから怖いといって抱っこできない子も

大勢いたので，自分たちも正しい抱っこの

仕方をもう一度練習しようという学び直し

の学習が始まりました．日常の問題点は，

実態の把握→話し合い→対象の見直しとい

うように，話し合い活動の定着・ルール化

をはかり，皆で問題を共有してクラス全  

目を隠してやるとおとなしくなるよ 

体で考えていくことができました． 
(4) 合科的な学習の展開 
飼育だけに重点が置かれ活動がマンネリ

化してしまうなどの日々の壁を乗り越えら

れるよう，教科学習とからめながら学習に

変化を持たせ，年間を通して楽しく飼育活

動できるように工夫することを心がけまし

た．結果として生活科だけにとらわれるこ

となく，各教科の学習の要素や良さも取り

入れていくことができました． 

あさがおの種を自分のおへそで温めて発

芽させた子ども達は，種が生きている事を

実感し，どんな小さなものにも命があるこ

とを学びました．チョコちゃんにえさをあ

げようと手を伸ばすとかみつくようになっ

てしまったのは，十分な遊び場がないから

ストレスがたまっているのではないかと考

えた子ども達は，毎日広いところに出して

あげたり，チョコちゃんがもっと楽しくな

るようにと遊び場を作りました．えさ代や

活動費が無かったため，地域ボランティア

の方々の指導や協力のもとに，春からジャ

ンボかぼちゃを栽培しました．販売活動で

は 8700 円の収入を得ることができまし

た．ジャンボかぼちゃコンクールでは優良

賞を獲得することができ，これもまた良い

経験となりました． 
 〇命の学習 「たねのおかあさんになり

たいな」     
 
 
 
 

〇図工科「遊び場を作ろう」 
 

 〇ジャンボかぼちゃの栽培活動             

S 男                           

たねがとどいたよ                           

おなかであっためたよ                           

アイスたべたかったけど                           

さむくなるからやめたよあった

めたよ                           

アイスたべたかったけど                           

さむくなるからやめたよ 
 



〇クラスの歌作りに挑戦！    

 
(5)  様々な子が教室にやってくるように 

教室で飼っているチョコちゃんに会いに，

学校中のいろいろな子ども達が 1 年生の教

室にやってくるようになりました．日頃なか

なか教室に入れない子や口数の少ないような

子も頻繁にやってくるようになり，チョコち

ゃんが暴れない様にする抱きかたや小屋掃除

のアドバイスを 1 年生にしてくれました．

普段固い表情の子も穏やかな笑顔をたくさん

見せてくれ，動物の持つパワーを感じまし

た．チョコちゃんを通して，1 年生だけでな

く学年を越えた関わりが多く見られるように

なりました． 
４ お別れ 飼育活動の終わりに 

飼育活動を始める前に，活動の終わりを

どうするのかをまず考えました．命を学ぶ飼

育活動において，終わりをどのようにするの

かを考えることはとても重要だと考えます．

過去に，4 月に新しく学級を持ったら小動物

もついてきて苦労した，という担任もいたた

め，飼育活動は担任契約の 1 年間と決めてい

ました．3 月にお別れのため，3 学期には二

つの思い出作りを行いました． 

一つは「チョコちゃんお泊まり大作戦」

です．12 月まで週末のお世話は担任が自

宅へ連れて行って，世話をしていました．

野生動物がいるため校舎外で飼育出来なか

ったことや，子ども達の家が遠いので，自

力で休日にえさやりに来ることが難しかっ

た為です．1 月からは，希望する家庭にチ

ョコちゃんがお泊まりするようにしまし

た．すぐに予約でいっぱいになり担任の負

担も大きく減りました．チョコちゃんが喜

ぶようにと庭に迷路を作って離してあげた

子や，おしっこを決まってする場所がある

ことに気付いた子は，手作りのトイレを作

ってそこに置くなど，各家庭で工夫しなが

ら楽しく週末を過ごせたようです．そのう

ちの一件の家庭が，お泊まりの経験が忘れ

られないからぜひ引き取りたいと申し出が

あり，チョコちゃんは春から新しい家族の

もとに引き取られて暮らせることとなりま

した． 

もう一つの思い出作りは「学級の歌作

り」です．一人ひとりがチョコちゃんとの

思い出を日記や詩に表し，みんなでそれを

つなぎ合わせました．そこに私の友人が曲

をつけてくれました．かけがえのない子ど

もたちとの思い出の一曲となりました． 

終わりに 

 １年間という飼育期間はあっという間でし

た．もう一年あったらまた違う活動や学習が

展開できたのかなと，子ども達とも離ればな

れになった今，寂しく思う気持ちもありま

す．この 1 年を振り返った時，チョコちゃん

がいる教室といない教室とでは，学びも，人

やものとの出会いも大きく違っていただろう

と改めて思います．飼育環境が整っていなか

ったり，経験が無かったりしても，飼育活動

を通して子ども達に何を学ばせたいのかを原

動力とし，多くの方々の協力や支援によっ

て，飼育活動が成立したことはとても有意義

であったと感じています．この 1 年の様々な

出会いに感謝し，

これからも命の学

習を大切に考え，

より良い活動のあ

り方を学んでいき

たいと思います． 

（長野県大町市立大町北小学校教諭） 

 


